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環境にやさしいモノづくりを目指す！

中通貴金属工業株式会社

対象期間 2022年7月～2023年6月

発行日 2023年7月30日



 中通貴金属工業株式会社は全社員と共に地球環境保全並びに
持続可能な社会の構築推進を目指しており、弊社の事業を通し
この具現化に向けては、エコアクション21環境経営システムの
運用が最適の手法であると考えております。
 エコアクション21環境経営システムの運用も11年目を迎え、
会社の更なる体質強化を図る為に重点テーマと実効の大きな
テーマに絞り込んだ活動を進め、これまで以上に持続可能な
社会への参画・貢献を果たす為に邁進してまいります。
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事 業 概 要

リン銅ロウ、銀ロウ製品の製造（熔解、押出、伸線、圧延）

加工屑を使用した銅合金、銀合金製品の作成

金属接点用の貴金属の切削加工



 

 

   役   割  責 任 及 び 権 限

    代表取締役 １． 課題とチャンスを整理し、明確にする。
２． 環境方針の制定・誓約をする。
３． 取組み状況の評価と見直し、必要な指示をする。
４． 環境経営資源を確保する。
５． 全体の取組状況の見直しに必要な情報を収集する。

 環境管理責任者 １． 代表者に代わってのＥＡ２１の構築運用管理を行う。 
2． 目的・目標一覧表及び環境目標計画表の確認。
３． 環境関連法規等の取りまとめの承認。
４． ＥＡ２１の活動実施状況を代表者に報告する。

 環境事務局 １． 環境管理責任者の事務的業務を担う。
２． 遵法教育の実施及び外部からの環境苦情等の受付を行う。
３． 適用法規の調査と遵法性チェックを行う。
４． 目的・目標一覧表及び環境目標計画表の作成。
５． 複数部門に関わる緊急事態の対応手順書の作成.訓練.記録。
６． 緊急事態訓練の指導、対応、実施。
７． 活動全般の推進。

 推進責任者 １． 部門の目標計画の実施、活動状況の確認。
 （部門⾧） ２． 自部門に関わる緊急事態の対応手順書の作成及び運用管理。

３． 部門に関連する問題点の摘出、是正・予防処置。
４． 運用管理に関する部下の指導。
５． 実施状況の記録

 全従業員 １． 環境方針の理解。環境活動に取組の重要性.必要性を自覚する。
２．  ルールを遵守し、自主的・積極的に環境活動に参加する。

2023年7月30日作成 〔保管期間：３年〕
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取組の実施体制・役割権限　　

役　割　　責　任　　権　限　　一覧

総務部門 溶解部門 押出部門 伸線部門

代表取締役

環境管理責任者

環境事務局

全従業員

異型条部門

推進責任者



（１）主な環境負荷実績

2019年度（48期）

2019.7~2020.6

2020年度（49期）

2020.7~2021.6

2021年度（50期）

2021.7~2022.6

二酸化炭素排出量 ㎏CO₂ 582,192 590,889 584,980

電力使用量 Mwh 1,043 1,066 1,044

灯油 ㎘ 13.5 14.6 17.3

ガソリン ㎘ 1.20 0.99 0.82

水 ㎥ 1,886 1,754 1,754

（２）中⾧期計画

※1 基準年は49期（2020年7月～2021年6月まで）の12カ月間の実績で作成する。EA21の活動は事業期間に連動させます。

※2 CO₂排出量は電力以外にも灯油、ガソリン、LPガスの消費量も含んで算出しています。

※3 電力のCO₂排出係数は「F-Power」様の0.502㎏CO₂/kwhにて算定しています。

基準年

2020年度（49期） 2021年度（50期） 2022年度（51期） 2023年度（52期）
2020年7月～2021年6月 2021年7月～2022年6月 2022年7月～2023年6月 2023年7月～2024年6月

1.0％削減 1.5％削減 2.0％削減

584,980kgCO₂ 582,025kgCO₂ 579071kgCO₂

0.5％削減 1.0％削減 1.5％削減

88,412kwh 87,967kwh 86,648kwh

50㎏削減 100㎏削減 150㎏削減

1,150㎏/月 1,100㎏/月 1,050㎏/月

0.5％削減 1.0％削減 1.5％削減

144.7㎥ 143.9㎥ 143.2㎥
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二酸化炭素
590,889㎏CO₂

排出量削減

中⾧期の環境目標

 ※電力CO₂換算係数は、「F-Power」排出係数0.502㎏CO₂/kwh

基準年（49期）に対する2023年度（52期）までの目標

目標項目

中⾧期目標（目標値）

電力使用量
88,855kwh/月

の削減

社内Ag在庫
1,200㎏/月

の削減

水使用量
145.4㎥/月

の削減

化学物質 化学物質、薬品の

適正管理、徹底

化学物質、薬品の

削減

化学物質、薬品の

適正管理、徹底

化学物質、薬品の

削減

化学物質、薬品の

適正管理、徹底

化学物質、薬品の

削減

薬品の適正管理

及び使用量削減

※電力CO₂換算係数は、「F-Power」排出係数0.502㎏CO₂/kwh

化学物質、薬品の

適正管理、徹底

化学物質、薬品の

削減



基準年 目標値 実績

2020年度（49期） 2022年度（51期） 2022年度（51期）

2020年7月～2021年6月 2022年7月～2023年6月 2022年7月～2023年6月

二酸化炭素 1.5％削減

排出量削減 （582,025kgCO₂）

電力使用量 1.0％削減

の削減 （87,967kwh/月）

社内Ag在庫 100㎏削減

の削減 （1,100㎏/月）

水使用量 1.0％削減

の削減 （143.9㎥/月）

化学物質

薬品の適正管理

及び使用量削減

49期 50期 51期

電力 1,066,271.00 1,043,536.00 1,047,443

ガソリン 990.00 820.00 987

灯油 14,600.00 17,335.00 17060

LPG 5,657.80 6,084.00 5846

二酸化炭素 590,889.24 523,517.93 524,229

水道 1,749 1,759 1,840

売上 150,121,755 165,989,326

取組結果と自己評価

☆  基準年の49期（2020年）に比べ50期、51期共にCO₂排出量は削減されています。

特に電力使用量は全社挙げての取り組みにより目標を達成することができました。

更に、電力会社をCO₂排出量の少ない会社へ変更することでCO₂削減に貢献できました。

☆  それ以外にも冬季は暖房をこまめに消したり効率の良い場所への移動、暖い下着の

購入などに取り組んでいただき灯油の使用量削減にも効果が出ました。

☆  水の使用量についてはわずかにプラスに転じてしまいましたが、顧客からの要望

また、機械のメンテナンスにて増量したもので、実質的には冷却効率が上がる等

機械への負荷軽減に大きく貢献できました。

今回の改善を生かし来期に向けより一層の効果が出るよう啓発活動を行ってまいります。

2023.7.1

P9

※51期電力CO₂換算係数は、「アスエネ」排出係数0.441㎏CO₂/kwh

継続

1,200㎏/月

145.4㎥/月 153.3㎥/月 +7.9㎥/月 5.4％増

化学物質、薬品の

適正管理、徹底

化学物質、薬品の削減

化学物質、薬品の

適正管理、徹底

化学物質、薬品の削減

化学物質、薬品の

適正管理、徹底

化学物質、薬品の削減

継続

1469Kg/月 +369Kg/月 269Kg増

2022年（51期）活動取り組み結果と自己評価

目標項目
目標値からの

実績値増減

基準年からの

達成率増減

590,889㎏CO₂

1.77％減88,855kwh/月 87,286Kwh/月 -681Kwh/月

523908㎏CO₂ -58117㎏CO₂ 11.34%減
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※環境目標実績計画書は、基準年（49期）を参照に作成。

※2023年度（52期)の活動期間は2023年7月～2024年6月迄とする

※環境管理責任者はコメントを3ヶ月毎に記入する。

※是正報告書の発行は3ヶ月期間に「×が3つ」ついた時点で作成する。

現状/目標

※　CO2排出係数は「グリムスパワー　0.486」にて算定
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2023年度(52期)環境活動計画

2.0%削減

1.5%削減

化学物質、薬品の適正
管理及び使用量削減

化学物質、薬品の適正管理の徹
底

化学物質薬品削減

化学物質、薬品の適正管
理の徹底

化学物質薬品削減

具体的施策Ｌ２

目標値

項目

二酸化炭素（電力+燃料）
｢kg-CO2」
月平均

590,889kg-CO2
↓

579,071kgCO₂
48,255kg-CO2/月

目
標

水使用量

「m3」
月平均

145.4㎥
↓

143.2㎥

グリーン購入
他品種の試作品製造

グリーン購入 90 %

他品種の試作品製造
グリーン購入 90 %

他品種の試作品製造

電力使用量
「Mwh」
月平均

88.855Mwh
↓

86.648Mwh

社内在庫削減
「月末Ag在庫重量」

月平均

1,200kg
↓

1050kg
150kg　削減

1.5%削減



 新人教育、多能工化、世代交代に向け技術継承を

スムーズに行うために、各部署でマニュアル作成を

進めます。

 機械のメンテナンスや修理の際、従来品に拘らず

よりコストパフォーマンスに優れた物や、より精度

や寿命などを考慮した部品を考案、購入することで

製品の品質向上及び歩留まり向上を進めます。

 普段の生活から意識改善を図るため、工場内だけ

でなく各家庭からもペットボトルのキャップを回収

することでSDGｓへの興味を持ってもらい社会貢献

と持続可能な社会への意識を高めます。

2023.7.1
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環境関連法規等の順守チェックリスト
順守チェックリスト更新：毎年定期的な遵守評価を実施する際に制定、改正の確認を行い

制定、改正の確認を行い変更があれば更新する.

遵守チェック項目

該当施設・項目 遵守の確証 遵守チェック

65-酸表面処理施設 S47届け出済確認 ○

〃 S53届け出済確認 ○

〃 公害防止統括者選任済 ○

〃
有害物質なく、排水

10,000m
3
/日未満にて

第４種公害防止管理者

水質公害防止管理者選任済 ○

〃
水質公害防止管理者

選任予定
－

事務所エアコン２台 第1種特定製品簡易点検確認 ○

事業活動 エコアクション２１活動による ○

事業活動 エコアクション２１活動による ○

〃 エコアクション２１活動による ○

酸アルカリ表面処理 保管庫施錠確認確認 ○

表示確認確認 ○

カドミウム、銀 排出量届け出済 ○

銀ロウ製造 設置確認 ○

〃 バグフィルター設置 ○

〃 選任表示確認 ○

〃 2019年6月、2019年12月実施 ○

工場排水 水濁法による水質管理 〇

観測用井戸設置、分析 年1回の分析/記録の保管 〇

焼鈍、ガス炉 届け出確認 〇

灯油、廃油等保管 少量危険物届出確認 ○

下水道 届け出確認 ○

［保管期間３年］

P12

工場敷地内の土壌または地下水の
汚染状態を測定、結果の記録

法令等の名称

金ケ崎町下水道条例　　（H28.12.15）

奥州・金ヶ崎行政事務組合
　　　火災予防条例　　　　（Ｈ20.4.1）

遵守：○　　問題継続中：－

水質汚濁防止法（H28.5.20）

特定工場における公害防止組織の
整備に関する法律

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法
律（ﾌﾛﾝ排出抑制法）

資源の有効な利用の促進に関する法律
（リサイクル法）

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律
(グリーン購入法）

エネルギーの使用の合理化に関する法律(省エネ法）

毒物及び劇物取締法

特定化学物質の環境への排出量の
把握等及び改善の促進に関する法律

（PRTR法）

特定化学物質障害予防規則（H29.2.16)

公共用水域の水質汚濁の防止



避難訓練及び消火訓練

2023年6月30日に定例の避難訓練を金ヶ崎消防署員の方立会いのもと行いました。

2023.6.30

EA21勉強会

2023年6月30日にEA21の活動をより深めていくために、

財務報告などを通し今後の課題について話し合いました。

2023.6.30
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その他の活動



施策数 達成率 判定

6 111.1% ◎ 十分に達成できた

5 100.9% 〇 達成できた

3 74.9% ×
お客様の発注変更などで
Ag使用量が増えたため
Ag在庫が増えてしまった

3 93.9% ×
お客様の要望及び

メンテナンス等で水の
使用量が増加した

管理徹底 100% ◎ 正しく管理されています

製品歩留まり向上
効果の有無はあるが改良、
整備、清掃で歩留まり向上

への意識が高まった

今までゴミとして捨てていた
物を売却処分や再利用で

処理費用を抑えることができた

スペースを確保することで
作業効率の向上や一時

保管場所として利用できる

新製品の試作 試作のトライをすることで
新たな問題点も見えた

グリーン購入 物品購入の際、グリーン購入
を意識して選択、購入するようになった

〔保管期間：３年〕

最新版管理
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お客様の要望にお応えし
積極的に試作を行った

物品購入の際、グリーン購入
を意識して購入する

②その他環境施策活動評価

加工機械の整備、清掃
工程などの見直し
新しい治具の設計

施策テーマ 主な施策

ごみの分別を細分化し
再利用又は売却できる

物を増やした

①環境目標達成率①環境目標達成評価

代表者のコメント
管理責任者の報告と評価

①環境目標達成率

[目標・環境活動計画と達成状況]

目標項目 目標 実績

  変化の大きな時代に数々の施策を実行し効果が出ていると思います。まだまだ効果の少ない項目や日々新
たな問題点も出てきています。その点についても今後は新たな課題として取り組んでほしいと思います。

CO2排出量（kg-CO2)

電力使用量(Mwh）

在庫Ag重量削減（kg）

水使用量（m3）

その他（設備廃棄、清掃）

②その他環境施策活動

582,025 523,908

1,056

化学薬品の管理 管理徹底 管理徹底

1,047

1,100 1,469

☆CO₂排出削減には電力使用量の削減
　は欠かせません。
　今後も使用電力削減の施策を考案し
　実行してください。

☆世の中の変化に伴い受発注も変わっ
　てきました。
　水使用量削減やAg在庫削減は益々
　厳しくなるものと思いますが、施策を重
　ね改善を進めてください。

☆これらの施策については少しづつ効
　果が出始めています。今後も効果的な
　施策、改善を進めてください。

☆歩留まり向上については大きなテー
　マです。優先的に進め品質向上と効
　率化を図ってください。

②その他環境施策活動評価

代表者　総合評価

・2023年6月30日現在、弊社に関わる法規制等で
昨年度より変更になったものはありません。

③周囲の変化状況

☆特に周囲からの苦情等は無いようで
　すが、定期的に見直しを行い適切に管
　理を行ってください。

③周囲の変化状況

①外部コミュニケーション

・2023年6月30日現在、過去5年間において

　苦情は一切ありません。

②環境関連法規制等の動向他

1,727 1,840

可燃ごみ不燃ごみ
排出量削減

不要な設備を処分し
スペースの確保を行った

代表者による全体の評価

※合否判定※
105％◎ 104～95％○ 94％以下×


